
教育目標 

 

共通教養教育 
 

 
 

現代の国際社会は地球規模で考えなければならない問題に溢れています。１つの国で紛争が起これば

世界中の経済や政策、人々の生活に影響が及びますし、１つの国で排出した汚染は大気や海洋を通して

世界中に拡がり、また地球温暖化は世界中の気候変動を引き起こし、多くの地域の人々の生活に影響を

与えます。ますます複雑化し、変化し続ける時代を生き抜いていく皆さんには、地球規模で人々の幸せ

な生活に積極的に貢献する人、すなわち「２１世紀型地球市民」になって欲しいと願っています。 

そのために共通教養教育では本学の教育目標を踏まえ、社会に積極的に貢献できる２１世紀型地球市

民となるための学びを教育目標としています。 

 

２１世紀型地球市民となるために必要な学び 

１．幅広い分野や分野横断的な知識、地球規模での問題を解決するための知識を身につける 

〇幅広い分野や分野横断的な知識を身につける 

〇SDGs に代表される問題をグローバル・ローカルの両面から理解する 

〇変化する現代における地域社会や国際社会の様々な問題を発見し解決する 

 
２.世界に開かれた態度を持ち、行動を起こす力を身につける 

〇様々な情報を適切に精査し、情報に基づいて論理的に思考し、意見を述べる 

〇異なる背景の人への尊敬の念を持ちつつ、共通の理解と相互の効果的コミュニケーションをはかる

〇何らかの対立・葛藤のある状況については、相互に共有できる解決をめざして対応・対話する 

 

３.人間の尊厳と多様性を尊重する価値観を持つ 

〇多様な文化的背景を持つ人々を理解し心を開く 

〇全ての人の尊厳や信条、意見、行動の選択の権利を尊重する

〇地球市民としての高い公共性と倫理観を持つ 

共通教養教育の目的及び基本方針 



 

共通教養教育ではこの２１世紀型地球市民となるための学びを具体化し、以下に示した方針でカリキュ

ラムを編成しています。 

 
１. 教育課程の編成・実施 

 

（１） 初年次ゼミナール（FYS）を設け、大学生活に順応し、情報リテラシー、メディアリテラシー、ス

タディースキルを身につけ、本学が掲げる SDGs やダイバーシティについても学びます。 

（２） 人文、社会、自然、人間形成という幅広い分野の科目を履修し、批判的思考を身につけ、分

析、考察できる力、及び見解を論理的に論じる力を身につけるための基礎的知識及び教養を

身につけます。 

（３） 分野横断テーマ科目「現代社会と市民」を配置し、変化する現代の地域社会や国際社会での

様々な問題を発見し、地球規模での問題解決にも貢献できる力を涵養します。 

（４） 英語、韓国語、スペイン語、中国語、ドイツ語、フランス語、ロシア語の科目を配置する外

国語については、今日のグローバル社会に必須である効果的なコミュニケーションをはかる

ための実用的外国語能力の養成に努めます。また、実用的能力と併せて世界の多様性への認

識や多文化理解を促進し、世界の動勢にアンテナを張り、情報を収集して平和を希求する地

球市民として積極的に行動する力を身につけます。 

（５） 「文章表現基礎演習」を配置して、分野を問わず大学の学びに不可欠な論理的思考法を身に

つけ、文章によるコミュニケーション能力を高めます。 

（６） 「教養データサイエンス」等、データサイエンス科目を配置して、これからの現代社会に必

須の数理・データサイエンス・AI に関する知識・技能をもとに人間中心の適切な判断を下す

力を涵養します。 

（７） 「キャリア教育」は、働く人々を取り巻く社会環境の変化を捉えた上で、社会的・職業的な

自立に向けた意欲・態度・職業観を育んでいきます。長い人生をどのように生きるか、職業

人として社会とどのように繋がっていきたいのかを考えます。 

（８） 「体験型研修」（文化・スポーツ体験、自然体験、地域貢献・社会体験等）では、現地に足を

運ぶ、実物に触れる、多様な人びとと協力し合い行動するなど、新しい経験を通じて実践的

能力と人間的成長を促進します。 

（９） 各分野への導入と学部専攻科目を連関させるための科目を配置しています。 

 
２. 教育の方法と評価 

 

（１） それぞれの科目においてこの教育目標達成のため、グループワーク、ディスカッション、プレ

ゼンテーション、フィールドワーク、ICT機器活用、論文作成等の教育方法の工夫をしてい

ます。 

（２） それぞれの科目において教育方法の工夫により、批判的思考力、論理的思考力、創造的思考力

を身につけ、他者との関係性を構築し、コミュニケーションを発展させられる力を身につけられ

るようにしています。 

（３） 外国語科目では、習熟度別（英語）ならびに少人数制により、個人の到達レベルに合うきめ

細やかかつ効果的な教育ができるように配慮しています。個人の興味や留学などの目標の実

現のために、検定試験対策や会話等の授業を充実させることにより語学能力のさらなる伸長

を図ります。 

（４） 外国語科目では、外部検定試験をプレイスメントテストとして全学生に複数回実施（英語）、

単位認定制度・報奨制度を設けて検定試験の受験を強く推奨、ICT を利活用、授業外でいつ

でもネイティブスピーカーと話せる場所を設置、スピーチ大会を開催、等により授業内外で

学生の語学習得をサポートすることに努めています。 

（５） 科目の性質により、ゲストスピーカーを招いて実社会の現場の状況を聞く機会を設けていま

す。 

科目によっては、体験や実習を通して実学教育を重視します。 

（６） 学生による研究発表会、体験報告発表会等のイベント参加、地域貢献活動などのような、学生

個人の努力が自他共に理解され、相互の刺激となる機会を設けています。 

（７） 単位制度の実質化を図るため、成績評価の方法及び基準を明確化し、成績評価を厳格化してい

ます。 

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) 


